
 

 

 

 

 

 

  【児童数６９８名  学級数２７（通常の学級２２・なかよし学級５）】 

 

生き生きと対話・交流する児童の育成 

～GIGAスクール端末の効果的な活用による授業実践～ 

                                   校長 髙橋 眞一 

 

  校庭に赤とんぼの姿も見られるようになり、学習に運動に絶好の季節となりました。 

連休などもあって、夏休みの生活から通常の学校生活に戻るのが大変な時期ではありま

したが、子どもたちは少しずつ学校生活に戻りつつあるといった９月でした。 

さて本校は、「生き生きと対話・交流する児童の育成」を研究テーマとして現在全児童に

１台を市から貸与されているタブレット端末の有効活用をとおした指導法の工夫改善につい

て研究、実践を進めております。 

学校・教職員が行う研修は、教育公務員特例法をはじめとした法令等により「職責を遂行

するために、絶えず研究と修養に努めなければならない」と位置付けられ、この法令等によ

り、各学校がその学校の課題を見出しその解決を図るため、全教職員が一体となって研究を

進めています。 

また、４・５月に行われた全国および埼玉県学力・学習調査結果から、本校の児童の実態

として、児童一人一人が自分の考えをしっかり持ち（思考力）、その考えを友達と意見を交

わし（対話力）ながら自分の考えを再構築できる力が必要ととらえ、上記に示した研究テー

マをもとに研究を進めることとしました。また本研究を進めるにあたっては、令和３年に市

内全児童生徒に市から貸与されたタブレット端末を活用することで、自分の考えがもてるよ

うになることを目指して授業改善を進めているところです。（詳細については学校だより５

月号に掲載させていただきました。） 

ところで今の小学生が大人になるころ、現在存在する職業の６割はなくなり、新たな職業

が誕生することになるだろうといわれています。このような急速な社会の変化と、外国との

関係が密接になるであろうグローバル化、そしてＡＩなどの技術革新、高度情報化社会の中

で生きることになる子供たちのため、本校が掲げた研究をますます推進していく必要があり

ます。また、これらのことに関連した言葉としてダイバーシティーとか、シンギュラリティ

ー、デジタルネイチャーなどがあることは周知のことと思います。 

既に外国籍児童が在籍し、グローバルな学校生活を送っている本校児童が、タブレット端

末を使った授業をすることで、学力向上だけでなく、そういった社会で生き抜く力にもなる

と考え、研究に取り組んで参ります。 

終わりに、１２日（土）には運動会が行われます。保護者、地域の方々におかれましては

是非ご覧いただきますよう、またＰＴＡ等関係役員の方々にはいろいろな場面でお世話にな

りますが、よろしくお願いいたします。 
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